Lesson 14  Reduce, Reuse, Recycle
[bookmark: _GoBack]
■授業展開例１（週１時間の場合）
週に１時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

1時間目：Expression Input, Speaking Output, Model Passage (pp. 78-80)
2時間目：Writing Output, Give It a Shot, Grammar Compass (pp. 81-82)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Expression Input（p. 78）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
	
科学者のモノローグやゴミの分別に関する対話を聞かせて，環境問題を語る際に使われる表現を習得させる。また，最後のQ では生徒が家庭で日ごろ行っていることを言わせるので，理由まで説明ができるように導いてやるとよい。
	10分

	２
	Speaking Output（p. 79）
① ゴミを減らすために努力していることについて，ペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
② 相手の述べたことをまとめた英文またはメモを作らせる。
	
教科書に示された質問に答えるだけでなく，なぜそのようなことに取り組んでいるのかなど，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。時間に限りがあれば，原稿やメモの作成は宿題にしてもよい。
	20分

	３
	Model Passage（p. 80）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度で学校新聞を読ませる。
③ 上記①の解答を確認して，True or Falseにも取り組ませる。
④ 側注Points や，Function とGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて解答を確認する。
	
p. 81 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち記事の書き方として重要なポイントを把握させておきたい。またテキストに触れる際，内容理解だけでなく，提案する表現や比較表現の使われ方にも注目させたい。
	20分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 81）
① ゴミを減らすための活動について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒に環境問題や身の回りのゴミ問題について考えさせて，構想を練らせる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を練らせるという流れが望ましい。実際の記事の作成は宿題にするとよい。
	15分

	３
	Give It a Shot（p. 81）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 再びCD を聞かせながら解答の確認を行う。
	
書かせる単語の難易度がやや高いので，あらかじめここまでのWord Bank やExpressions で登場している語彙を復習させておくとよいだろう。
	10分

	４
	Grammar Compass（p. 82）
① 例文の解説を行う。
	
設問は宿題として出題する。
	15分



■授業展開例２（週２時間の場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を４時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input  (pp. 77-78)
２時間目：Speaking Output, Model Passage  (pp. 79-80)
３時間目：Model Passage, Writing Output  (pp. 80-81)
４時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 81-82)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Word Input（p. 77）
① Word Bank にある語句の発音と意味を確認する。
② ゴミの分別について生徒を指名して答えさせる。
	
ゴミをどのように分別するのかを答えさせる。教科書に載っているもの以外にも，教室にあるものや身近にあるものをどう分別するのかを合わせて考えさせてもよいだろう。
	15分

	２
	Expression Input（p. 78）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
③ 一連の環境問題の話やゴミの分別に関する対話に触れてから，生徒自身が家庭で行っているペットボトルの捨て方について書かせる。
	
科学者のモノローグやゴミの分別に関する対話を聞かせて，環境問題を語る際に使われる表現を習得させる。また，最後のQ では生徒が家庭で日ごろ行っていることを言わせるので，理由まで説明ができるように導いてやるとよい。
	
35分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Speaking Output（p. 79）
① ゴミを減らす方法について気付いたことや興味をひかれたことをペアまたはグループで話し合わせる。
② 最も簡単でかつ効果的なゴミの削減方法についてペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
③ 相手の述べたことをまとめた英文またはメモを作らせて，それをもとに発表させる。
	
教科書に示された質問に答えるだけでなく，なぜその方法がよいと思ったのか，実現するための障害はないかのかなど，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。時間に限りがあれば，原稿やメモの作成は宿題にしてもよい。発表を行う際はFor Your [More] Use で挙がっている表現を参考にさせるとよいだろう。
	25分

	２
	Model Passage（p. 80）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度で学校新聞を読ませる。
③ 上記①の解答を確認して，True or Falseにも取り組ませる。
④ 側注Points や，Function とGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて解答を確認する。
	
p. 81 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち記事の書き方として重要なポイントを把握させておきたい。またテキストに触れる際，内容理解だけでなく，提案する表現や比較表現の使われ方にも注目させたい。
	25分



３時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 81）
① ゴミを減らすための活動について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒に環境問題や身の回りのゴミ問題について考えさせて，構想を練らせる。
③ 構想をもとに，記事を作成させる。
④ 記事の体裁を整えさせる。
	
①の対話をヒントにして，②で構想を練らせるという流れが望ましい。①の活動を行う際，役に立ちそうな表現があればメモをさせる。
記事の体裁については，Model Passage の英文のほかに，身近にある新聞記事（できれば英字新聞が望ましい）を参考にするとよいだろう。時間に限りがあれば，記事の作成は宿題にするとよい。
	40分



４時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Give It a Shot（p. 81）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 再びCD を聞かせながら解答の確認を行う。
	
書かせる単語の難易度がやや高いので，あらかじめここまでのWord Bank やExpressions で登場している語彙を復習させておくとよいだろう。
	15分

	２
	Grammar Compass（p. 82）
① 例文の解説を行う。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせをした後に解説を行う。
	
比較級の使い方を，それぞれの例文や設問で，なぜそのような形で用いられているのかを考えさせて，その都度解説を入れたい。
	35分



■授業展開例３（週２時間，ALTとのTeam Teachingの場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を４時間とした。

１時間目：Word Input, Expression Input  (pp. 77-78)
２時間目：Speaking Output, Model Passage  (pp. 79-80)
３時間目：Model Passage, Writing Output  (pp. 80-81)
４時間目：Give It a Shot, Grammar Compass  (pp. 81-82)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Word Input（p. 77）
① Word Bank にある語句の発音と意味を確認する。
② ゴミの分別について生徒を指名して答えさせる。
	
ゴミをどのように分別するのかを答えさせる。ALT に出身国や日本国外のゴミ問題や，日本とは異なる分別方法について解説してもらうとよい。
	15分

	２
	Expression Input（p. 78）
① 活動の指示をしてからCD を聞かせて空所を埋めさせる。
② 解答を確認後にもう一度CD を聞かせて，Expressions に挙がっている語彙や表現などを解説する。
③ 一連の環境問題の話やゴミの分別に関する対話に触れてから，生徒自身が家庭で行っているペットボトルの捨て方について書かせる。
	
科学者のモノローグやゴミの分別に関する対話を聞かせて，環境問題を語る際に使われる表現を習得させる。ゴミの分別の対話についてはALT とJTE で身振り手振りを交えて行うことで興味をひくことができるだろう。
	35分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Speaking Output（p. 79）
① ゴミを減らす方法について気付いたことや興味をひかれたことをペアまたはグループで話し合わせる。
② 最も簡単でかつ効果的なゴミの削減方法についてペアでお互いに質問をさせつつ話し合わせて，その中で相手の述べたことをメモさせる。
③ 相手の述べたことをまとめた英文またはメモを作らせて，それをもとに発表させる。
	
教科書に示された質問に答えるだけでなく，なぜその方法がよいと思ったのか，実現するための障害はないかのかなど，それをきっかけに話を膨らませるよう促したい。実際に対話例をALT とJTE で実演して見せてからペア活動に入ると，生徒は活動のイメージがしやすくなるだろう。
時間に限りがあれば，原稿やメモの作成は宿題にしてもよい。発表を行う際はFor Your [More] Use で挙がっている表現を参考にさせるとよいだろう。
	25分

	２
	Model Passage（p. 80）
① 事前に質問を数個与えておく。
② 2 分程度で学校新聞を読ませる。
③ 上記①の解答を確認して，True or Falseにも取り組ませる。
④ 側注Points や，Function とGrammar に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読させる。
⑥ まとめとしてComprehension の問いを解かせて解答を確認する。
	
p. 81 で示されている一連の流れを意識する形でテキストを扱うと，Writing Output への橋渡しとなる。すなわち記事の書き方として重要なポイントを把握させておきたい。またテキストに触れる際，内容理解だけでなく，提案する表現や比較表現の使われ方にも注目させたい。
	25分



３時間目	
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Model Passage 復習
① 全員で音読させる。
（chorus → buzz → individual）
② Shadowing をさせる。
	
　音読の際，Sounds で扱っている内容が身についているかどうかを特に注意して確認したい。
	10分

	２
	Writing Output（p. 81）
① ALT がゴミを減らすための活動について数名の生徒に質問し，対話をする。
② 生徒に環境問題や身の回りのゴミ問題について考えさせて，構想を練らせる。
③ 構想をもとに，記事を作成させる。
④ 記事の体裁を整えさせる。
	
①ではまずALT とJTE によるモデル対話を行い，それをヒントに①の対話や②の構想に役立てさせるという流れが望ましい。①の活動を行う際，役に立ちそうな表現があればメモをさせる。
記事の体裁については，Model Passage の英文のほかに，身近にある新聞記事（できれば英字新聞が望ましい）を参考にするとよいだろう。時間に限りがあれば，記事の作成は宿題にするとよい。
	40分



４時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Give It a Shot（p. 81）
① 活動の指示をしてからCD を2 回程度聞かせる。
② 再びCD を聞かせながら解答の確認を行う。
	
書かせる単語の難易度がやや高いので，あらかじめここまでのWord Bank やExpressions で登場している語彙を復習させておくとよいだろう。
	15分

	２
	Grammar Compass（p. 82）
① 例文の解説を行う。
② 練習問題を解かせる。
③ 答え合わせをした後に解説を行う。
	
比較級の使い方を，それぞれの例文や設問で，なぜそのような形で用いられているのかを考えさせて，その都度解説を入れたい。
	35分



